
 
 

富
山
県
南
砺
市
の
神
社
の
不
動
明
王 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

富
山
県
南
砺
市
の
神
社
の
不
動
明
王
に
関
し
て
は
、
尾
田
武
雄
氏
に
よ
り

北
陸
石
仏
の
会
会
報
第
66
号
に
「
お
宮
さ
ん
に
不
動
明
王
が
鎮
座
さ
れ
る
」

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
不
動
明
王
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り

移
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
が
、
他
の
不
動
明
王
に
つ
い
て
も

調
査
を
行
い
、
会
報
第
68
号
に
報
告
し
た
。
会
報
で
は
紙
面
の
都
合
で
詳
細

な
報
告
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
追
加
調
査
も
含
め
て
報
告
し
た
い
。 

調
査
対
象
は
「
神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
」、
「
以
前
は
神
社
境
内
に 

建
て
ら
れ
て
い
た
」
、
「
神
社
が
祭
礼
等
に
関
与
し
て
い
る
」、「
以
前
は
神
社

が
祭
礼
等
に
関
与
し
て
い
た
」
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
石
造
不
動
明

王
と
し
た
。
ま
た
、
神
社
の
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
る
不
動
明
王
に
つ
い
て

も
確
認
の
た
め
調
査
を
行
っ
た
。 

 

富
山
県
東
砺
波
郡
旧
南
山
見
村
は
修
験
山
伏
が
多
く
居
住
し
て
い
た
地
域

で
あ
り
、
砺
波
地
方
の
中
で
も
石
造
不
動
明
王
の
造
立
数
が
特
に
多
い
。
神

社
境
内
に
み
ら
れ
る
不
動
明
王
も
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
隣
接
地
域

に
も
若
干
数
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
は
修
験
山
伏
が
多
く
居
住
し
て
い
た

地
域
ゆ
え
に
、
明
治
初
頭
の
廃
仏
毀
釈
が
特
に
強
行
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
、

山
見
八
幡
宮
や
井
波
八
幡
宮
な
ど
で
も
多
く
の
仏
像
が
受
難
に
遭
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。 

こ
の
地
域
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
神
社
の
境
内
に
不
動
明
王
が
納
め
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
の
造
立
地
や
そ
の
後
の
移
動
な
ど
に
つ
い
て
、
文
献

資
料
な
ど
を
も
と
に
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。 

 

①
旧
井
波
町
山
見(

山
見
村) 

八
幡
宮
境
外
参
道 

近
く
の
薮
田
清
水
に
造
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
清
水
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
た
め
、
八
幡
宮
境
内
参
道
へ
移
さ
れ
た
。
昭
和
初
期
、
境
内
へ
の
通
行
の

妨
げ
に
な
る
た
め
境
外
参
道
の
現
在
と
は
別
の
場
所
へ
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に

昭
和
五
十
年
頃
、
道
路
拡
張
に
伴
い
境
外
参
道
脇
の
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

 
 

以
前
は
山
見
八
幡
宮
の
山
森
宮
司
に
よ
り
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

木
造
祠
内
、
浮
彫
り
座
像
。
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
銘
文
未
確
認
。 

 

②
旧
井
波
町(

山
野
村)

岩
屋 

古
宮(

神
明
宮
跡
地) 

 

明
治
初
期
に
庄
川
の
河
原
で
発
見
さ
れ
、
神
明
宮
境
内
へ
持
ち
込
ま
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
、
近
隣
六
ヶ
村
の
神
社
合
祀
に
伴
い
、

神
明
宮
は
山
斐
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
不
動
明
王
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。

明
治
四
十
五
年
、
神
明
宮
の
御
神
木
で
あ
っ
た
大
杉
の
東
側
に
祠
を
建
て
納

め
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
年
、
大
杉
の
西
側
へ
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十

八
年
、
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
言
い
伝
え
に

は
疑
問
が
残
る
。
明
治
初
期
で
あ
れ
ば
、
廃
仏
毀
釈
が
強
行
さ
れ
た
直
後
で

あ
り
、
神
社
境
内
に
仏
像
を
納
め
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
神
明
宮
が
山

斐
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
後
に
、
跡
地
へ
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 



 
 

以
前
は
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
途
絶
え
た
。 

 
 

木
造
祠
内
、
浮
彫
り
座
像
。
銘
文
な
し
。 

 

③
旧
井
波
町(
南
山
見
村)

今
里 

神
明
宮
境
内 

 
 

集
落
内
の
四
ツ
辻
に
造
立
さ
れ
た
。
明
治
時
代
の
村
道
新
設
の
際
に
も
、

特
に
移
動
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
五
十
三
年
頃
、
区
画
整
理
に
伴

い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
年
は
区
画
整
理
の
終
了
年

で
あ
り
、
移
動
さ
れ
た
の
は
さ
ら
に
十
年
ほ
ど
前
の
工
事
開
始
頃
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
四
ツ
辻
は
現
在
地
の
北
数
十
メ
ー
ト
ル
と
考
え
ら
れ
、

地
区
の
住
民
が
集
う
広
場
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
区
画
整
理
に
よ
り
、

こ
の
広
場
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

石
積
基
壇
上
、
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
慶
應
二
丙
寅
年
正
月
／

井
波
石
工
七
次
郎
」
。 

 

④
旧
井
波
町(

南
山
見
村)

川
原
崎 

天
満
宮
境
内 

造
立
地
不
明
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
頃
に
は
、
す
で
に
現
在
地
付
近
に
建

て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年
頃
に
境
内
整
備
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
際
に
現
在
地
付
近
へ
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

確
か
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
昭
和
四
十
七
年
頃
の
道
路
拡
張
に

伴
い
再
び
境
内
整
備
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
移
動
が
あ
っ
た
の
か
も
不

明
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
移
動
は
確
認
さ
れ
な
い
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

石
積
基
壇
上
、
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
左
側
面
「
明
治
十
三
年
辰
三
月
」。 

 ⑤
旧
井
波
町(

南
山
見
村)

谷 

大
森
神
社
境
内 

現
在
地
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
西
の
、
大
森
神
社
の
境
外
参
道
入
口
付
近
に

造
立
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
年
頃
、
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

石
積
基
壇
上
、
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治
二
十
年
八
月
建
■
」。 

 

⑥
旧
井
波
町(

南
山
見
村)

連
代
寺 

路
傍 

 

現
在
地
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
の
矢
於
留
神
社
の
旧
境
外
参
道
脇
に

造
立
さ
れ
た
。
矢
於
留
神
社
か
ら
は
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
に
離
れ
た
場
所

で
あ
る
。
昭
和
三
十
四
年
、
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

木
造
祠
内
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治
廿
一
年
十
一
月
■…

」。 

 
⑦
旧
井
波
町(

南
山
見
村)

東
城
寺 

八
幡
社
境
内 

 

集
落
南
の
山
中
に
造
立
さ
れ
た
。
こ
の
場
所
は
明
治
十
一
年
に
現
在
地
へ

遷
座
さ
れ
た
八
幡
社
の
跡
地
付
近
で
あ
る
。
そ
の
後
、
八
幡
社
の
境
内
東
側

へ
移
さ
れ
、
さ
ら
に
境
内
整
備
に
伴
い
境
内
西
側
の
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 



井
口
神
明
宮
の
井
頭
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

石
積
基
壇
上
、
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治
廿
八
年
乙
未
三
月

建
之
／
作
者
森
川
栄

□次
□郎
」
。 

 ⑧
旧
井
波
町(

南
山
見
村)

沖 

神
明
社
境
内 

 
 

現
在
地
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
の
、
神
明
社
の
境
外
参
道
脇
に
造
立

さ
れ
た
。
神
社
裏
手
を
大
き
く
蛇
行
し
て
流
れ
る
河
川
が
頻
繁
に
氾
濫
す
る

こ
と
か
ら
、
昭
和
五
十
年
頃
に
神
社
の
前
を
直
行
す
る
工
事
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
現
在
橋
が
架
か
っ
て
い
る
位
置
に
建
て
ら
れ
て
い
た
不
動
明

王
は
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
境
内
の
入
り
口
に
建
て
ら
れ
て
い
た

社
号
標
石
と
共
に
、
石
積
基
壇
上
に
並
べ
ら
れ
た
。 

以
前
は
院
瀬
見
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
善
休
寺
に
よ
り
仏
式
の
講
が
行
わ 

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

石
積
基
壇
上
、
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
左
側
面
「
明
治
二
十
九
年
九
月
建

之
子
供
連

□中
」
。
裏
面
「
森
川
作
」
。 

 

⑨
旧
福
野
町(

広
塚
村)

石
田 

立
山
社
境
内 

近
く
の
路
傍
に
造
立
さ
れ
、
そ
の
後
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

確
か
な
記
録
を
確
認
で
き
な
い
。
現
在
地
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
に
広

場
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
所
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
空
泉
寺
の
参
道
入
口
で
あ
る
が
、
空
泉
寺
は
こ
の
不
動
明
王
に
関
与
し

て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。 

現
在
は
祭
礼
や
講
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

石
積
基
壇
上
、
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
正
面
下
部
「
願
主
髙
﨑
藤
三
郎
」。

左
側
面
「
大
正
五
年
十
二
月
二
十
四
日
建
之
／
世
話
方
惣
連
中
／
■
■
成
■
」。 

 

⑩
旧
福
野
町(

高
瀬
村)

雨
潜 

神
明
宮
境
内 

造
立
地
不
明
で
あ
る
。
移
動
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
。 

寺
家
日
吉
社
の
渡
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

木
造
祠
内
、
一
石
一
尊
の
不
動
三
尊
。
不
動
明
王
は
浮
彫
り
座
像
、
脇
侍

二
体
は
浮
彫
り
立
像
。
不
動
明
王
の
裏
面
に
俳
句
。
制
吨
迦
童
子
の
左
側
面

「

□石
工
金
屋
／
栄
次
郎
」。
衿
迦
羅
童
子
の
裏
面
「

□慶
□應
二
丙
／
寅
季
夏
」。 

 

⑪
旧
福
光
町(

北
山
田
村)

高
畠 

公
民
館
駐
車
場 

 
 

造
立
地
不
明
で
あ
る
。
以
前
は
諏
訪
社
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、

い
つ
頃
か
ら
諏
訪
社
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
平
成

三
十
年
頃
、
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

祭
礼
や
講
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
。 

石
積
基
壇
上
、
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治
三
十
七
年
四
月
建

之
／
世
話
方
若
連
中
／
上
ハ
ナ
石
工
岩
城
竹
吉
」。 

    



お
わ
り
に 

 
旧
井
波
町(

山
野
村)

高
屋
の
神
明
社
跡
地
と
旧
井
波
町(

山
野
村)

軸
屋
の

神
明
社
跡
地
に
も
石
造
不
動
明
王
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
神
社
が
現
在

地
へ
遷
座
さ
れ
た
後
に
不
動
明
王
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
神
域
で
は

な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
近
隣
の
寺
院
に
よ
り
開
眼
法
要
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
の
講
も
行
わ
れ
て
お
り
、
神
社
の
関
与
は
み
ら
れ
な
い
。 

 

旧
井
口
村
川
上
中
神
明
社
の
石
段
脇
に
不
動
明
王
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
場
所
は
集
落
共
有
地
で
あ
り
、
神
社
は
不
動
明
王
に
関
与
し
て
い
な
い
。

蛇
喰
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
覚
寺
に
よ
り
、
仏
式
の
講
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

旧
城
端
町(

箕
谷
村)

西
明
の
西
明
神
社
近
く
に
も
不
動
明
王
が
建
て
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
西
明
の
真
宗
大
谷
派
浄
円
寺
に
よ
り
仏
式
の
講
が
行

わ
れ
て
い
る
。
神
社
の
関
与
は
み
ら
れ
な
い
。 

 

南
砺
市
に
は
他
に
も
神
社
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
る
不
動
明
王
が
い
く
つ

か
み
ら
れ
る
が
、
神
社
が
関
与
し
て
い
る
も
の
は
他
に
確
認
し
て
い
な
い
。 

 

神
社
が
関
与
し
て
い
な
い
不
動
明
王
に
つ
い
て
は
、
真
宗
寺
院
に
よ
っ
て

講
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
る
。
近
隣
地
区
に
真
言
系
の

寺
院
が
な
い
こ
と
も
そ
の
理
由
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
特
有
で
あ
る
。 

 

神
社
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
不
動
明
王
は
、
お
そ
ら
く
全
て
が
後
に

他
所
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
要
因
は
区
画
整
理
で
あ
っ
た
。

当
初
は
各
地
区
の
路
傍
の
主
要
箇
所
に
建
て
ら
れ
、
人
々
の
往
来
を
見
守
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
仏
像
で
あ
る
不
動
明
王
を
神
社
境
内
へ
移
し
た
の
は

こ
の
地
域
の
人
々
に
修
験
山
伏
の
魂
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

 

旧
南
山
見
村
に
造
立
さ
れ
た
六
例
を
み
る
と
、
山
見
村(

現
在
の
井
波
市

街)

に
近
い
地
区
か
ら
順
に
不
動
明
王
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。「
隣
の
地
区
が

不
動
明
王
を
建
て
た
か
ら
、
私
達
も
建
て
た
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
連
鎖
し
て
東
か
ら
西
へ
と
順
番
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

神
社
境
内
へ
移
さ
れ
た
順
番
は
ま
ち
ま
ち
で
、
川
原
崎
天
満
宮
が
最
も
早
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
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』
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「
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不
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明
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ち
」
西
田
栄
一 

『
北
陸
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報
第
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よ
り
「
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さ
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不
動
明
王
が
鎮
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る
」
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田
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『
南
砺
市
郷
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ki

』 

          



①山見 八幡宮境外参道 

②岩屋 古宮(神明宮跡地) 

③今里 神明宮境内 

          

             

             

          



④川原崎 天満宮境内 

⑤谷 大森神社境内 

⑥連代寺 路傍 

 

              

 

     

         



⑦東城寺 八幡社境内 

⑧沖 神明社境内 

⑨石田 立山社境内 

          

             

                       



⑩雨潜 神明宮境内 

           

⑪高畠 公民館駐車場 


